
（別紙３）

○事業所名 児童発達⽀援・放課後等デイサービスSOALA久留⽶校

○保護者評価実施期間
令和６年11⽉15⽇ 〜 令和7年１⽉23⽇

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 24 24

○従業者評価実施期間
令和６年12⽉10⽇ 〜 令和７年１⽉23⽇

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 6 6

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇
令和７年１⽉２4⽇

事業所の強み（※）だと思われること ⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等 さらに充実を図るための取組等
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事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等
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（回答者数）

（回答者数）

お⼦様の困り感、保護者様の悩みに寄り添い、きめ
細やかに⽀援計画を作成し、⽇々の⽀援を⾏なって
おります。また、お⼦様・保護者様に安⼼して利⽤
していただける環境作りに努めております。

定期的に⾯談を⾏ない、お⼦様の姿や課題点、保護
者様の悩みなどをお伺いしております。また、保護
者様への⽀援報告を⽇々丁寧に⾏なっており、視覚
的にも分かりやすいよう写真などの画像を⽤いてい
ます。

必要なご家庭には定期的な⾯談以外にも相談の機会
を提供しております。今後もきめ細やかに対応し、
ニーズに合わせた⽀援の充実、安⼼感に繋げて参り
ます。

活動内容を固定化せず、変化に富んでおります。幅
広い活動を⾏なう中で、⼦ども達の五感を豊かに
し、視野を広げたり社会性の育ちを⽬指しておりま
す。

⼦ども達の⽀援について職員間で意⾒を出し合い、
活動内容を検討し、⽀援後は活動を振り返り、PDCA
を⾏なっております。繰り返し同じ活動をすること
で、⼦ども達の苦⼿さを軽減したり、得意を伸ばす
事に繋がっております。また社内研修・社外研修で
学んだことを現場で実践し、新しい活動を提案して
おります。それ以外にも職員⼀⼈⼀⼈が⽇頃からア
ンテナを張り、⽀援に活かせるものはないか考え、
⽀援に取り⼊れております。

⼦ども達が楽しみながら様々なことを学べるよう、
より良い活動の⼯夫を⾏い、ＰＤＣＡサイクルを継
続して参ります。

お⼦様が安⼼して利⽤できている、保護者様も事業
所の⽀援に満⾜していると⾔う声が多くありまし
た。

職員は⽇々の活動や⼟曜イベントを充実させ、偏り
がないよう⼯夫しております。家族⽀援では保護者
さまとお話しし、気持ちに寄り添い丁寧な対応を⼼
掛けております。⽇頃から⼦どもの意思を⼤切にし
関わらせていただいております。

引き続き、現在の取り組みを継続し、⼦どもも保護
者様も安⼼して利⽤して頂けるよう努めて参りま
す。

保護者様同⼠の交流、ご家族様同⼠の交流の機会が
少ないと感じられている保護者様が多く、改善が必
要だと感じております。

保護者様・ご兄弟も参加できるイベントは毎⽉実施
し、家族間で交流する機会も提供しておりますが、
参加されるご家庭が限られており、周知が不⾜して
いる点がある事が要因だと考えます。

保護者様のニーズをお聞きし、内容・実施⽇時を⼯
夫いたします。保護者様に活動内容を具体的に知ら
せ、周知の徹底を図り、イベント当⽇は参加するだ
けではなく、保護者様同⼠が交流する時間がもてる
よう配慮いたします。

各マニュアルを作成しており、保護者様に防災訓練
の実施についてもお伝えしておりましたが、保護者
様に伝わっていない部分があります。

毎⽉の防災訓練の内容を、お便りがメインでお伝え
していたため、保護者様に伝わりづらい点があった
事が要因だと考えます。

⽂章だけではなく⼝頭でもお伝えし、共通認識を⾼
めます。またひと⽉内の実施回数を増やし、防災訓
練の経験を重ね、実施内容や⼦ども達のご様⼦を保
護者様にお伝えし、認知度を上げて参ります。

地域の児童との交流について、「どちらともいえな
い」というご意⾒が多く⾒受けられました。

⽇頃から公共施設や公園などを利⽤したり、地域の
⽅に教わる活動を実施しており、その際に関わる機
会がもてておりますが、保護者様にそのご様⼦が伝
わりづらい状況であった事が要因だと考えます。

⼾外活動は、公共の場での過ごし⽅や他者との触れ
合いが経験出来るため、社会性を育てる⼤切な機会
と捉えております。今後も引き続き、地域の⽅と触
れ合う活動を積極的に取り⼊れ、地域の⽅との交流
がもてた時には保護者様への共有を確実に⾏ない共
通認識を深めて参ります。

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること


